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石川県加賀市 
面積：306.00㎡ 
人口：70,136人 
世帯：28,807世帯 

（平成27年2月1日現在） 

【三木地区】 
・石川県の最西端 
・福井県との県境 
 人口：1,636人 
 世帯：622世帯 



 
ほとんどの町内会役員等は、旧公民館業務で切迫！ 

↓ 
 『地区（ ≒小学校校下）』を設置し、全２１地区には、 
“地区まちづくり推進協議会”が存在している。 
 
【防災に関する支援内容】 
・市は、各種関連事業費を「まちづくり推進協議会」に 
補助金として交付し支援している 

・地区自主防災会は「まちづくり推進協議会」の下部組織
としてその中で支援を受け活動する 

加賀市のまちづくり推進協議会とは 



加賀市の“避難するまで”と“避難したあと” 
～明確な役割分担～ 

甲地区自主防災組織 
※防災士１、２名配置 

【役割】 
  （平常時）甲地区自主防災訓練 
  （災害時）地元避難所設置運営 等 
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Ａ 町自主防災組織 
※防災ﾘｰﾀﾞｰ１名配置 

Ｂ 町自主防災組織 
※防災ﾘｰﾀﾞｰ１名 

Ｇ 町自主防災組織 
※防災ﾘｰﾀﾞｰ１名配置 

Ｆ 町自主防災組織 
※防災ﾘｰﾀﾞｰ１名配置 

Ｅ 町自主防災組織 
※防災ﾘｰﾀﾞｰ１名配置 

Ｄ 町自主防災組織 
※防災ﾘｰﾀﾞｰ１名配置 

Ｃ 町自主防災組織 
※防災ﾘｰﾀﾞｰ１名配置 
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乙地区 自主防災組織 

※防災士１、２名配置 
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丙地区 自主防災組織 

※防災士１、２名配置 

H26
年度 
新設 



学校の 
役割 

家庭の 
役割 

子供を守り、地域住民を守る学校を目指して！ 
加賀市防災コミュニティスクール事業モデル地区 

～学校を核とした地域、家庭との連携づくり～ 

防災士会 
地区自主防災会 

ＰＴＡ 
・親子の防災教育 
・災害時の連絡体制 

 

防災ﾘｰﾀﾞｰ会 
町会自主防災会 

地域の 
役割 

地域と家庭 
の連携による 
取り組み 

学校と家庭 
の連携による 
取り組み 

学校と地域 
の連携による 
取り組み 

コミュニティ 
スクール 

防災 

・避難所となる学校を中心に、学校－地域－家庭が連携して、日頃から防災に関する
地域課題を協議する場を設置することで、顔の見える関係づくりを行い地域防災力の
向上を目指すもの 
・避難所のあり方について協議検討を行い、円滑な避難所の設置運営を目指すもの 
 （防災資機材の分散備蓄、避難所の運営組織など） 



H２６内閣府地区防災計画モデル地区 

～地区防災計画立案までの道のり～ 

ポイント① 
•防災活動はまちづくり活動の評価 

ポイント② 

•ぶれない継続的な活動を支える 
防災士・防災リーダーの役割 

ポイント③ 
•無理をしない、みんなで一歩 
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①防災活動はまちづくりの評価 

・三木まちづくり推進協議会の活動が 
                防災活動の際に効果を発揮 
 

・まちづくり活動の各推進部会が防災活動でも大切な役割 



②ぶれない継続的な活動を支える 
防災士・防災リーダーの役割 

・中核になる役職は継続した人が担当 
 （例）会長代行（防災活動実践者）、幹事（防災士、防災リーダー）、事務局長（公民館長） 

・三木地区防災士・防災リーダーの会の新設 
・加賀市の防災担当課、消防署との強い連携 
 （例）防災講習会講師、DIGの指導など 



③無理をしないでみんなで一歩 
・年１回の三木地区一斉避難訓練 
 ⇒市総合防災訓練の日時に合わせて実施 

・防災訓練アンケートを毎回全戸数対象で行い、 
結果の公表と次の活動のヒント 
 ⇒みんなで考えて、みんなで一歩！ 

・子どもが命を守る的確な判断力と行動が取れる活動 
 ⇒市防災コミュニティスクール事業と連携し、市教委の巻き込み 



これからの課題 

１ 石川・福井県境の吉崎地域 
  （あわら市吉崎＋加賀市吉崎町）の防災対策 
  ⇒連携した防災活動ができないだろうか 

 
２ 三木地区で地震災害等に遭った時、 
  すぐに避難できる“いのちの道”と避難所への表示 
  ⇒みんなで考えて、みんなで一歩！ 

 
３ 子どもが命を守る 
  『的確な判断力と行動』が取れる活動 
  ⇒市防災コミュニティスクール事業と連携し、市教委の巻き込み 



県境を越えた取り組み 
◎福井県側の吉崎地区と石川県加賀市吉崎町の合同で、 
  内閣府アドバイザー澤田先生による 
  平成２７年３月にワークショップ（ＤＩＧ）の開催！！ 



県境を越えたハザードマップ作成 
◎福井県側の吉崎地区と石川県加賀市吉崎町の合同で、 
  作成したハザードマップ第１弾 
⇒今後はこのマップを活かした合同訓練を実現したい。 



  
 
       
       加賀市と三木地区の今後の取り組み 
 
  ・防災コミュニティスクール事業に関すること 
 
  ・地区防災計画モデル事業に関すること 
 
  ・県境を越えた津波防災避難訓練に関すること 等 

 
 ◎お問い合わせは、 
   ・三木地区まちづくり推進協議会 （石川県加賀市三木町ニ１２６－１） 
     事務局 館長：竹本まで TEL：0761-72-1772 
   ・加賀市役所 （石川県加賀市大聖寺南町ニ４１） 
     防災対策課 担当：南出まで TEL：0761-72-7891 
 

ご静聴ありがとうございました 


